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◆
石
の
ま
ち

　

七
宗
町
に
は
「
日
本
最
古
の
石
博
物
館
」
が

あ
り
ま
す
。

　

日
本
最
古
の
石
と
は
、
一
九
七
〇
年
に
飛
騨

川
河
床
か
ら
発
見
さ
れ
た
二
十
億
年
前
の
片
麻

岩
で
、
こ
の
石
は
「
上
麻
生
礫
岩
」（
か
み
あ

そ
う
れ
き
が
ん
）
と
呼
ば
れ
、
今
ま
で
に
年
代

測
定
さ
れ
た
石
の
中
で
、
日
本
最
古
の
石
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
最
古
の
石
博
物
館
に
は
二
十
億
年
前
の

石
で
あ
る
上
麻
生
礫
岩
を
は
じ
め
、
地
球
の
誕

生
か
ら
現
在
に
至
る
四
十
六
億
年
の
歴
史
が

わ
か
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣
に
は

「
道
の
駅
・
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
ひ
ち
そ
う
」
と

「
物
産
館
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
」
が
あ
り
、

眼
下
に
は
飛
水
峡
の
景
観
が
広
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
飛
騨
川
の
激
流
が
長
い
歳
月
を
か

◆
七
宗
町

　

七
ひ
ち
そ
う
ち
ょ
う

宗
町
は
岐
阜
県
の
中
南
部
に
位
置
し
、
国

道
四
十
一
号
で
愛
知
県
尾
張
地
方
、
名
古
屋
市

と
結
ば
れ
、
休
日
に
は
ド
ラ
イ
ブ
や
登
山
客
な

ど
が
訪
れ
る
都
市
部
に
近
い
自
然
豊
か
な
町
で

す
。

　

七
宗
町
の
人
口
は
約
四
千
人
。
面
積
は
県
庁

所
在
地
の
岐
阜
市
の
約
半
分
の
九
〇
〇
〇
㌶
で

す
が
、
森
林
率
は
九
一
・
五
㌫
と
高
く
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
岐
阜
県
の
美
濃
地

方
（
飛
騨
地
方
を
除
く
）
の
市
町
村
で
最
も
高

い
森
林
率
を
誇
り
ま
す
。

　

町
の
木
は
ヒ
ノ
キ
。
当
署
の
七
宗
森
林
事
務

所
が
あ
り
、
国
有
林
の
管
理
や
民
有
林
と
の
連

携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

け
て
岩
石
を
壺
状
に
削
り
取
っ
た
甌
穴
（
お
う

け
つ
。
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
）
は
、
飛
騨
川
の
峡
谷

で
あ
る
飛
水
峡
一
帯
に
点
在
し
、
大
き
な
も
の

は
穴
の
直
径
が
五
㍍
、
甌
穴
の
数
は
八
八
〇
個

あ
る
と
言
わ
れ
、
他
に
類
の
な
い
規
模
の
甌
穴

群
で
す
。

　

石
博
物
館
は
、
国
道
四
十
一
号
線
沿
い
に
あ

り
、
北
に
走
れ
ば
岐
阜
森
林
管
理
署
の
あ
る
下

呂
市
、
飛
騨
地
方
へ
。
南
に
走
れ
ば
愛
知
県
尾

張
地
方
、
名
古
屋
市
へ
抜
け
ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ

を
兼
ね
て
日
本
最
古
の
石
や
甌
穴
群
を
見
に
来

ま
せ
ん
か
。

◆
森
林
共
同
施
業
団
地
と

�

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区

　

岐
阜
森
林
管
理
署
で
は
平
成
二
十
七
年
三
月

に
、
七
宗
町
、
岐
阜
県
、
森
林
組
合
な
ど
と
森

林
整
備
推
進
協
定
を
締
結
し
、
民
有
林
と
国
有

林
が
連
携
し
て
木
材
生
産
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
は
こ
の
森
林

共
同
施
業
団
地
を
林
野
庁
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

地
区
に
設
定
し
、
各
種
事
例
研
究
を
開
始
し
ま

し
た
。
例
え
ば
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
で
は
、
岐
阜

県
初
の
職
員
捕
獲
の
試
行
や
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食

害
防
除
対
策
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
区
内
の
隣
接
に
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
池
及
び

釣
っ
た
マ
ス
の
料
理
や
食
事
を
楽
し
め
る
施
設

が
あ
り
、
当
署
も
研
修
会
の
会
場
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
国
有
林
が
、
地
域
振
興
の
一
助

と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
、
七
宗
町
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【
ア
ク
セ
ス
】

　

東
名
高
速
道
路
小
牧
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
四
一
号

を
北
上
し
、
約
一
時
間
で
「
道
の
駅
・
ロ
ッ

ク
ガ
ー
デ
ン
ひ
ち
そ
う
」
へ
。

礫岩から生まれた
「レッキー君」

（七宗町のマスコットキャラクタ）

道の駅の眼下に広がる飛水峡

日本最古の石博物館。左奥は道の駅

ニホンジカ食害防除対策検討会


